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ペパーミン ト， ラベン ダー の順に施行した。





2 . 3 VEPおよび脳波の記録β法
各被験者の頭皮上に10-20国際屯傾i去に準拠して記録
電極を装着したあと， 24~25'Cに保たれた shield room 
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におい強度 においの強さの感じ ラベン ダー ペパーミント




2 いIのにおいかわかる，ら くに感じる弱し、におい 日 6 
~ー
3 明らかに[~じるにおい 9 S 
4 強いにおい 。 。





+4 体ー端に快 。人 O人
十3 非常に快 。 。
+2 t1c 8 6 
+ 1 やや快 6 4 
。快でも不快で もない 5 
やや不快 。 。
-2 不快 。 。
3 非常に不快 。 。
-4 極端に不快 。 。
百D5人 計15人




は同 じく匂い刺激中に 第 2誘導では N5潜時が有意に
延長 し， 第 5誘導ではP4，N4，P5i替時が有意に延
快 ・不快度




3 ， P 4 ~ 6 ， N7 を ， 第
5誘導から記録された群、I[
均 VEPは著明な N3，P4 
~ 5， N 5を含むいずれも
概ね3相性の輪郭を唱し，
P1 ~ P 8 ， N l ~ N 8 の成




















128Hz， 512pointで各4秒間の 8エポ ツク (32秒)につ
いて0.25Hz刻みに周波数解析を行い，絶付パワーイ直を
算出した (Oel333s/L) 刷波数帯域は2.0Hzから30.0
Hzまでを分割して O(2.0へ 3.75H7)， 8 (4. O ~ 7. 75Hz). 
α1 (8. O ~ 9. 75Hz)，α2 00. O ~ 12. 75Hz) ，日 1(13. O~ 






状態を脳波で監視した 遮汗した R何nograghMSP -2 R 
(日本光逗，以ド特記なければfri1じ)の XENON管か
ら，0.6jouJesのenergyの単党閃光を，被験者の開眼し


















P4 ~N 5 成分の潜時が延長し，頂点間振幅は減少 した




P1 ~ P 8 ， N1 ~N8 の成分を特定する こ と がで きた。
4 
中，匂い後の各記録時 間のパワー%の平均 の差を





















と光刺激の t明 erp山 とを，筋電凶なとεの削 factを視
察により除去して再生しながら，加算平均装置(ATAC-
210， 1024address X 220bit)で，解析時間1024msecにて
100同加算手均して個々の VEPを記録 し， Computer 
































( 1 )群平均 VEPの検討
同記録誘導別に，各記録時間ごとに，全15被験者の
VEP波形を総加算平均 した群 、F均 VEP(GroUD 
VEP)を求め， CRT (c山 de-ray tube)上で健常成人
男性l附の compositeVEpI3と重ねて表示し，視察によ
り P 1 ~ 8 ， Nl-8の成分を特定 し，その潜時および
振幅の変化を検討した。
















200 10 500 100 mc 
左はラベンダー右はペパーミント。縦軸は基線からの振幅 (50μv
300 200 100 
16t1 Jt.崎 ゆみ f
長し，いずれも 15、30分後まで持続したo また匂い刺激
'1 1 はイ(~\去に変化 し なか っ たが匂い刺激後に，第 2 誘導で










3 . 2 各被験者の YEPの振幅の変化
ラベンダーによる匂い刺激r1，第2誘導ではJ[f/I問振
ぷ3 ラベンダー およびペパー ミン トによる VEP作成分潜時の変化
ラベンダー ペパー ミン ト
| 第2誘導 (01→A1+2) ー 第5訴事(白石z) 第2誘導 (01-+A1 +2) 宇 都 誘導百戸五
BE DU/BE A15/BE A30/BE BE DU/BE A15/BE A30/BE BE DU/BE A15/目的O/BEI BE DU/BE A 15/BE I A30/BE ←ー ー 一ーー を 十
P 1 16.8 107 128 107 15.0 99 103 75 16.7 159 '15.3 99 84 1 107 
N 1 23.01 107 98 119 22.0 105 124 80 25，3 85 119 21.2 118 127 
P 2 3.9' 100 107 109 27.8 105 113 104 32.9 101 101 103' 32，0 97 96 93 
1 N 2 ~9 101 105 106 36.7 105 102 103 45.7 101 空と 104 37.4 102 102 95 
1U22弘一:zqJr円37;日。3ベ217;→;1:;」を
IP4 94.4 106 110** 108** 93.61106・ 104“ 105合 102.5 103 100 101 1 96.2 102 101 100 
一+ +ー一一 一ー 一一→一一一→ 一一← ←ーーN 4 116.2 10 108・108 113.3 108*" 106“ 107・122.1 103 106・ 1051110，9 102 103 104 ト一一 +一一 一 一←一寸 一一一一』ー 』一一一一+ー一一 一↓一一 ムー 一ー一ー す
1 P 5 143.8 104 108**1 108* 134.7 106“ 102・ 102 149.1 99 102 1 99 130.51 102・ 102 103** 」ー →ー ふ -1 一一 一一- . 一 一→一 』ー一一一一←け~ 5 177.51 106" 105合 1104 180.7 102 105“ 110“176.2 101 103 1 104 185.31 10o 102 101 
i 一一 一 + →ー一ー一 t----'t".一→一一一-~ 6 J 206 .~ 100 _!Q4 1 1旦→2259+ 99J 05・ 105* 205.1寸也L 103己04 225.51 100 101 104* 
1 N 6 '256.51 100 103 1 108“267.0 102 105** 107* 256.9 9 101 104 ** 264，8 101 104合 104， 1-ー 十 ーー一‘ 一ー十 ーー時 一ー一一
1 P 7 295.51 101 103 1 106* 310.1 101 105・ 105 290.9 99 102 104 300.1 102 103 105** 
L ー斗 トー ↓ -ー 一ー一 一一一ー 斗 一一一 一ー一ーN 7 337，51 101 ' 102 1 103 356.7 100 103 103 342.1 98 100 101 349.5 101 103 1 104 
一苧『一 -_ 
P 8 390・91101 '100 103 403.6 101 102 103 383.9 99 101 100 390.5 101 1 105* 1 106 一→一一 → r 一一一一 一__ __-I--:_， ，_ .___ ~十 十一τ-;:;-;:-1出8428.~ 1 01.._290 103 判 7 101 102 105 426.5 99 101 101ω102 1 104*円E
全15被験者の各記録誘導から記銘された各VEP成分の、l'均貯時 'm叩 c)の匂い刺激による変化 匂い刺激qJと刺激後2[，円1
の計測偵の匂い刺激市j(BE)の予均i替時に対する比 (勿)，及びその走の Wilcoxonちignedrank， leslの結果，(イI添えの*印，






























































































































































































































































































































































































































































































































































VEP (税覚作品、発屯位) およ び~ I] ì泊波へ
ペバーミントの匂いでは第2議場;で 8?皮'市域とp3に
IF.のキ[1[剥があ 1)，α2 i皮，ny域とp3，sli良否7域とP7，
s 2 i!U ~i;; 域と N 3， N6にi抑制問があったE 第5，請
で、lは立 8?波皮白!U'W附，f4刊引似;日げ市i有n域虫， α1 ?州域とP3にJLの十HWlが，α2 ~I!<. 
q7域と p3にれの相|討があった(点6) ‘一
5 ・ 2 YEP科成分の取点n1M ~fJ と llì11i皮パワ一%とω
相関
弓ベンダーの匂いで、は第 2誘導で、 8~皮帯域 と 11'UY， IlH4張
中日 N6-p7，s2r皮刊と トト1-P51これの十1]1叫があっ
た。第5誘導で、は8i皮伶域と N5-P6， p6 ~6 、 α 2
波山と P5-N5で^t'lのt¥1見が， e {皮;i?域， s 1附域
とP5-N5で、1Eの十¥1聞があった。
ペパーミントの匂いでは第2誘導で8i皮帯域と




11品p4-N 4が布Jなに減少した 第5誘導では N3 -P4 






4 脳波の定量的周波数分析の結果 ‘ 
ラベンダーでは，匂い中IJj散1tJに引なな変化ははられな
























8 。 αl α2 
(2.0・3.75) (4.0-7.75) (8.0・9.75)
10.∞¥2. i5 :13.0-¥9. i5' 
第2議導 BE 9.10 
22.10 9.70 26.60 
17.40 15. 10
DU/BE 1. 02 0.97 
1.15 1. 35 1.∞ 
1.16 
A15. BE 1. 09 1.1 
1. 15 1.18 1.07 0.96 
同)5糾
A30 BE 1. 25 1. 10 
1.1ι 0.90 1. 14 0.99 
BE 7.60 21.80 10.00 
26.60 18.10 15.90 
A DU/BE 1. (}CI 
0.98 1. 43 1.72 i∞ 
1.1 
A15/BE 1.10 1. 13 
1. 34 1. 65 1. 03 
0.96 
A30/BE 1. 48 1. 37 
1. 15 1.06 1. 12 
1.06 
第2誘導 BE 6.4-0 16.40 
8.90 35.20 18.20 
14.80 
DU/BE 1. 51 1.1 
1.11 0.85* 1. 09 
1.32* 
P A15/BE 1. 03 
1. 14 1.33 1. 06 
0.96 0.95 
A30/BE 1.84 1. 73 
1.27* 0.99 0.96 
0.86* 
第5誘導 BE 5.90 
17.50 11. 20 35.00 17.00 
13.40 
~ DU/BE 1. 52 
1. 00 1. 14 0.96 1. 01 
1. 22 
A15/BE 0.85 1. 02 
1. 35 1. 12 0.95 
1.凶
A30/BE 1. 81 1. 63 
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は， Klemmらは O波が増加した3)とし，また山口らは αl
























































などの辺綜系に入)j し(ì)視床 ('I~内側核)を続けl し限鰐
，1iT0n葉の嘆覚領 CPOF(centroposterior orbitofrontal cor-
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The efect of odoγs of lavendeγand peppermint 0η the human VEP (Visual Evoked 
Potential) and EEG 
Yumiko lzaki，九1ichikoKinogiri， Sachiko九1iki，Kazuηari Yamanishi and Takumi・Ikuta
Department of Neuropsychiatry ，5chool of Medicine ，The University of Tokushima ，Tokushima 
(Director : Prof. Takumi氏uta)
SUMMARY 
The effects of the two kind of odors， Lavender and Peppermint、onthe human VEP (Visual 
Evoked Potential) were studied with 15 healthy male subjects aged 22 ~ 39 years. EEGs containing 
VEPs evoked by flash stimuli once eveη5 sec were derived from the two derivations (2 ch : 0 1→ 
A 1+2， 5 ch: 01→Cz) and recorded on magnetic tapes. Reproducing the tapes， VEPs with 1024 
msec of analysis time were obtained by averaging 100 responses， and EEGs were subjected to出e
frequency analysis. In each experimental session， EEGs containing VEPs were recorded before， 
during and 15 and 30 minutes after the inhalation of出rcontaining odor. Consecutive changes were 
observed with group mean VEP. lndivisual VEPs were subjected to the component叩 alysis，加dto 
the statistical assessment together with EEG frequency analysis. The following results were obtained. 
1. During and after inhaJation of Lavender， latencies of the short and long latency components 
increased， and peak-to-pe必〈釘nplitudesdecreased significantly. In EEG， the power % of α2 
frequency band increased， and then that of 8 increased significanrly with EEG slowing. These findings 
indicate that Lavender inhibits the visual sysrem on the lateral geniculate body and visual cortex， 
probably through GABA neuron system.The effect of Lavender on CNS might be relaxation at first， 
and then up to sedation. 
2. DufIng inhalation of Peppermint，出elatencies significantly increased and the peak-to-pe政
amplitude significantly decreased with the long latency components of VEP， but not rhose of short 
latency components. These findings indicate that Peppermint does not inhibit the visuaJ system at the 
subcorticallevel， and the inhibitory e百'ecton CNS is mild， moreover it might have some e百ectof the 
thymoleptic. 
Key words : visual evoked potential， EEG， odor， lavender， peppe円nint

斗論文審査の結果要旨
報告番号 甲医第 578号氏名 井崎ゆみ子
主査 生 田 琢己
審査 委員 副査 池 靖夫
副査 本対木て 回 雄介
題 目 VEP (視覚性誘発電位)および、脳波へのラベンダーおよび
ペパーミントの匂いの効果
著 者 井崎ゆみ子，木ノ桐三知子3 三木佐知子z 山西一成，生田琢己
要旨
平成9年10月25日発行四国医学雑誌第53巻第5号
161""' 169ページに発表済
本研究では健常成人男性15名を対象として，鎮静効果があると云われてい
るラベンダー、および神経強壮効果があると云われているペパーミントの匂
いを含む空気を吸入させ，視覚性誘発電位(VEP)を含む脳波を，単極誘導(01
→4L¥1十2)および双極誘導(01→Cz)から 3 匂い刺激前，刺激中および刺激後2
回にわたって計4回記録し，各VEP成分の潜時，振幅および脳波パワー%の
変化を，継時的，統計的に検討して以下の結果を得た.
1.ラベンダーの匂い刺激中から後にかけ， VEP短潜時成分P3，N3潜時が
有意なものも含めて延長し，長潜時成分では， P4""' P7潜時で概ねすべての成
分が有意に延長した.振幅は，短~長潜時成分において有意な変化はすべて
減少であったことからラベンダーの匂い刺激により視床(外側膝状体)から
後頭葉および皮質連合野での興奮伝達が抑制されたものと理解した.脳波パ
ワー%は，匂い刺激中にはα2波帯域で，刺激後は6波帯域で有意に増加した
ことから，ラベンダーの匂い刺激は脳波上，緊張抑制効果を示し，後時間経
過とともに鎮静催眠効果を示したものと考えた.
2.ペパーミントの匂い刺激中から後にかけ， VEP短潜時成分潜時には有
意な変化がなく，長潜時成分ではP5潜時が有意に延長し，振幅は短~長潜
時成分において有意に減少した.このことから，ペパーミントの匂い刺激
もVEPに対して抑制的に作用するが，有意な変化をきたした成分が少なく，
短潜時成分潜時に有意な変化がないことから，その作用は弱く，皮質下に
おける視覚神経伝達にはほとんど影響を及ぼさないものと理解した.脳波
パワー%では，匂い刺激中にα2波帯域で有意に減少，s 2波帯域で有意に
増加し， o波帯域では増加したことから，匂い刺激中の変化は，抗うつ薬
の示す脳波変化のパターンに該当し，ペパーミントの匂いが抗うつ薬に類
似した作用をもっ可能性が示された.
3.本研究でのVEPへの匂いの効果は，皮質下で視床網様核を介し，視覚
神経伝導路と嘆覚神経系との間で，いず、れもGABAによる影響を反映した
ものとして理解した.
本研究は，従来経験的に云われていたラベンダーおよびペパーミントの
匂いの効果を， VEPによって初めて電気生理学的に実証し，その機序につ
いても論理的根拠を与えたものであり，この分野の研究に新しい知見を加
え，今後の研究に寄与するところ大であり，学位授与に値するものと認め
られた.
